
特別受益

被相続人の
財産の維持
又は増加

特別の寄与

�

民法の特別受益と寄与分

は
じ
め
に

相
続
税
申
告
実
務
を
進
め
る

に
あ
た
り
共
同
相
続
人
間
の
遺

産
分
割
は
避
け
て
通
れ
な
い
手

続
き
で
あ
る
。
将
来
的
な
相
続

税
の
改
正
な
ど
の
影
響
も
あ
り

相
続
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る

中
で
、
こ
の
特
別
受
益
や
寄
与

分
な
ど
の
相
談
（
質
問
）
も
増
え

て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
特
別
受
益
に
該
当
す

る
か
否
か
、
寄
与
分
が
認
め
ら

れ
る
か
否
か
の
具
体
的
な
判
断

に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
判
例

な
ど
で
確
認
を
し
た
い
と
思
う
。

１

特
別
受
益

相
続
分
に
は
、
法
定
相
続
分

（
民
法
９
０
０
条
）
、
代
襲
相
続

分
（
民
法
９
０
１
条
）
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
修
正
す
る
要
素
（
マ

イ
ナ
ス
要
素
）
と
し
て
特
別
受

益
者
の
相
続
分
（
民
法
９
０
３

条
、
９
０
４
条
）
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。

・
被
相
続
人
か
ら
の
遺
贈

・
被
相
続
人
か
ら
の
婚
姻
の
た
め
の
贈
与

・
被
相
続
人
か
ら
の
養
子
縁
組
の
た
め
の
贈
与

・
被
相
続
人
か
ら
の
生
計
の
資
本
と
し
て
の
贈
与

�

特
別
受
益
に
な
る
結
婚
費

用
と
は

民
法
９
０
３
条
に
も
あ
る
と

お
り
婚
姻
の
た
め
の
贈
与
は
、

原
則
と
し
て
特
別
受
益
に
該
当

す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
詳
細

に
つ
い
て
判
断
を
し
て
い
る
判

例
（
京
都
地
裁
平
成
１０
年
９
月

１１
日
判
決
）
を
確
認
す
る
。「
結

婚
費
用
関
係
に
つ
い
て
は
、
特

別
受
益
に
含
ま
れ
る
婚
姻
の
た

め
の
贈
与
と
は
、
持
参
金
、
支

度
金
、
結
納
金
な
ど
婚
姻
の
た

め
に
特
に
被
相
続
人
か
ら
し
て

も
ら
っ
た
支
度
の
費
用
が
含
ま

れ
る
も
の
で
あ
り
、
親
の
世
間

に
対
す
る
社
交
場
の
出
費
た
る

性
質
が
強
い
結
婚
式
及
び
披
露

宴
の
費
用
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な

い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と

判
示
し
て
い
る
。

�

特
別
受
益
に
な
る
生
命
保

険
金
と
は

生
命
保
険
金
は
原
則
と
し
て

特
別
受
益
に
該
当
し
な
い
。
し

か
し
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
特
別
受
益
に
準
ず
る
。

こ
こ
で
は
、
生
命
保
険
金
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
一
定
の
判
断

基
準
を
示
し
た
判
例
（
最
高
裁

平
成
１６
年
１０
月
２９
日
決
定
）
を

確
認
す
る
。

①
原
則

「
養
老
保
険
契
約
に
基
づ
き
保

険
金
受
取
人
と
さ
れ
た
相
続
人

が
取
得
す
る
死
亡
生
命
保
険
金

請
求
権
又
は
こ
れ
を
行
使
し
て

取
得
し
た
死
亡
保
険
金
は
、
民

法
９
０
３
条
１
項
に
規
定
す
る

遺
贈
又
は
贈
与
に
係
る
財
産
に

は
当
た
ら
な
い
と
解
す
る
の
が

相
当
で

あ

る
。
」
と

し

て

い

る
。

②
特
段
の
事
情

「
保
険
金
受
取
人
で
あ
る
相
続

人
と
そ
の
他
の
共
同
相
続
人
と

の
間
に
生
ず
る
不
公
平
が
民
法

９
０
３
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
到

底
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ほ
ど
に
著
し
い
も
の
で
あ
る
と

評
価
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
存

す
る
場
合
に
は
、
同
条
の
類
推

適
用
に
よ
り
、
当
該
死
亡
保
険

金
請
求
権
は
特
別
受
益
に
準
じ

て
持
戻
し
の
対
象
と
な
る
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
上
記

特
段
の
事
情
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
保
険
金
の
額
、
こ
の
額
の

遺
産
総
額
に
対
す
る
比
率
の
ほ

か
、
同
居
の
有
無
、
被
相
続
人

の
介
護
等
に
対
す
る
貢
献
の
度

合
い
な
ど
の
保
険
金
受
取
人
で

あ
る
相
続
人
及
び
他
の
共
同
相

続
人
と
被
相
続
人
と
の
関
係
、

各
相
続
人
の
生
活
実
態
等
の
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
判

断
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示

し
て
い
る
。

�

受
益
後
の
養
子
縁
組
に
よ

り
推
定
相
続
人
と
な
っ
た
場
合

推
定
相
続
人
と
な
る
前
の
受

益
又
は
推
定
相
続
人
と
な
っ
た

後
の
受
益
、
そ
の
時
期
は
問
わ

ず
特
別
受
益
に
該
当
す
る
と
す

る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
そ
の

判
断
を
示
し
た
判
例
に
神
戸
家

裁
平
成
１１
年
４
月
３０
日
審
判
な

ど
が
あ
る
。

�

共
同
相
続
人
以
外
が
贈
与

を
受
け
て
い
る
場
合
の
特
別

受
益

共
同
相
続
人
以
外
に
対
す
る

贈
与
等
は
原
則
と
し
て
特
別
受

益
に
該
当
し
な
い
。
し
か
し
、

相
続
人
に
対
す
る
贈
与
等
と
同

視
で
き
る
特
別
の
事
情
が
あ
る

場
合
に
は
特
別
受
益
に
該
当
す

る
。
こ
こ
で
は
、
相
続
人
の
配

偶
者
に
対
す
る
贈
与
に
つ
い
て

判
断
を
示
し
た
判
例
（
福
島
家

裁
白
河
支
部
昭
和
５５
年
５
月
２４

日
審
判
）
を
確
認
す
る
。「
実

質
的
に
は
相
続
人
に
直
接
贈
与

さ
れ
た
の
と
異
な
ら
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
た
と
え

相
続
人
の
配
偶
者
に
対
し
て
な

さ
れ
た
贈
与
で
あ
っ
て
も
こ
れ

を
相
続
人
の
特
別
受
益
と
み

て
、
遺
産
の
分
割
を
す
べ
き
で

あ
る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。

２

寄
与
分

寄
与
分
（
民
法
９
０
４
条
の

２
）
も
特
別
受
益
と
同
様
に
法

定
相
続
分
な
ど
を
修
正
す
る
要

素
（
プ
ラ
ス
要
素
）
と
し
て
規

定
さ
れ
て
い
る
。

・
被
相
続
人
の
事
業
に
関
す
る
労

務
の
提
供
又
は
財
産
上
の
給
付

・
被
相
続
人
の
療
養
看
護

・
そ
の
他
の
方
法

�

相
続
人
以
外
の
寄
与
行
為

を
相
続
人
の
寄
与
分
と
し
て

主
張
で
き
る
か

相
続
人
以
外
の
寄
与
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
が
相
続
人
の
寄
与

と
同
視
で
き
る
場
合
に
は
寄
与

分
を
主
張
で
き
る
。
こ
こ
で

は
、
被
相
続
人
で
あ
る
祖
父
の

相
続
に
つ
い
て
、
被
代
襲
者

（
父
）
と
相
続
人
以
外
の
者

（
母
）
の
寄
与
を
代
襲
相
続
人

で
あ
る
子
（
被
相
続
人
か
ら
見

れ
ば
孫
）
の
寄
与
と
認
め
ら
れ

た
判
例
（
東
京
高
裁
平
成
元
年

１２
月
２８
日
決
定
）
を
確
認

す

る
。「
共
同
相
続
人
間
の
衡
平

を
図
る
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
被

代
襲
者
（
父
）
の
寄
与
に
基
づ

き
代
襲
相
続
人
（
子
）
に
寄
与

分
を
認
め
る
こ
と
も
、
相
続
人

の
配
偶
者
な
い
し
母
親
の
寄
与

が
相
続
人
の
寄
与
と
同
視
で
き

る
場
合
に
は
相
続
人
の
寄
与
分

と
し
て
考
慮
す
る
の
も
許
さ
れ

る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
。
」
と
し
て

代

襲

相

続

人

（
子
）
の
寄
与
分
を
認
め
て
い

る
。

�

家
事
・
家
業
従
事
に
よ
る

寄
与
行
為

被
相
続
人
の
事
業
に
関
す
る

労
務
の
提
供
に
よ
り
、
被
相
続

人
の
財
産
の
維
持
又
は
増
加
に

つ
い
て
特
別
の
寄
与
が
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
行
為
は
、
具
体

的
に
ど
の
程
度
の
も
の
な
の

か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
判
断
を

示
し
た
判
例
（
福
岡
家
裁
久
留

米
支
部
平
成
４
年
９
月
２８
日
審

判
）
を
確
認
す
る
。「
相
続
人

Ｘ
は
昭
和
４６
年
こ
ろ
か
ら
薬
局

経
営
を
手
伝
い
、
昭
和
５６
年
こ

ろ
か
ら
は
被
相
続
人
Ｐ
に
代
わ

っ
て
経
営
の
中
心
と
な
り
、
昭

和
６０
年
に
薬
局
を
会
社
組
織
に

し
た
後
も
、
店
舗
を
新
築
す
る

な
ど
し
て
経
営
規
模
を
拡
大
し

た
。
そ
の
間
、
Ｘ
が
無
報
酬
又

は
こ
れ
に
近
い
状
態
で
事
業
に

従
事
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、

そ
れ
で
も
、
Ｘ
は
、
薬
局
経
営

の
み
が
収
入
の
途
で
あ
っ
た
被

相
続
人
Ｐ
の
遺
産
の
維
持
又
は

増
加
に
特
別
の
寄
与
貢
献
を
相

当
程
度
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ

る
。
」
と
し
て
相
続
人
Ｘ
の
寄

与
分
を
認
め
て
い
る
。

�

療
養
看
護
に
よ
る
寄
与
行
為

被
相
続
人
の
療
養
看
護
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
被
相
続
人
の

財
産
の
維
持
又
は
増
加
に
つ
い

て
特
別
の
寄
与
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
行
為
は
、
具
体
的
に

ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
判
断
を
示
し
た

判
例
（
盛
岡
家
裁
昭
和
６１
年
４

月
１１
日
審
判
）
を
確
認
す
る
。

「
相
続
人
Ａ
は
、
父
死
亡
後
、

２０
年
余
に
わ
た
り
病
弱
で
老
齢

の
被
相
続
人
（
母
）
と
同
居
し

て
扶
養
し
、
殊
に
被
相
続
人
の

痴
呆
が
高
じ
た
昭
和
４６
年
以
降

そ
の
死
亡
に
至
る
ま
で
の
１０
年

間
は
常
に
被
相
続
人
に
付
添
っ

て
療
養
看
護
を
要
す
る
状
態
と

な
り
、
Ａ
が
こ
れ
に
当
た
っ
て

き
た
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
後

半
の
１０
年
間
の
療
養
看
護
は
、

親
族
間
の
扶
養
義
務
に
基
づ
く

一
般
的
な
寄
与
の
程
度
を
遥
か

に
超
え
た
も
の
と
い
う
べ
く
、

被
相
続
人
は
他
人
を
付
添
婦
と

し
て
雇
っ
た
場
合
支
払
う
べ
き

費
用
の
支
出
を
免
れ
、
相
続
財

産
の
減
少
を
免
れ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
従
っ
て
Ａ
に

は
、
被
相
続
人
の
療
養
看
護
の

方
法
に
よ
り
被
相
続
人
の
財
産

の
維
持
に
つ
き
特
別
の
寄
与
が

あ
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
」
と
し
て
相
続
人
Ａ
の
寄

与
分
を
認
め
て
い
る
。

お
わ
り
に

遺
産
分
割
は
共
同
相
続
人
間

で
合
意
で
き
れ
ば
如
何
な
る
分

割

も

自

由

で

あ

る
。
民

法

９
０
６
条
（
遺
産
の
分
割
の
基

準
）
で
は
、「
遺
産
の
分
割
は
、

遺
産
に
属
す
る
物
又
は
権
利
の

種
類
及
び
性
質
、
各
相
続
人
の

年
齢
、
職
業
、
心
身
の
状
態
及

び
生
活
の
状
況
そ
の
他
一
切
の

事
情
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
す

る
。
」
と
し
、
審
判
等
の
際
の

判
断
基
準
と
し
て
い
る
。
特
別

受
益
と
寄
与
分
は
い
ず
れ
に
し

て
も
、
遺
産
分
割
の
公
平
性
に

重
き
を
置
き
判
断
が
な
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

相
続
実
務
の
現
場
に
お
い
て
公

平
の
判
断
は
相
続
人
ご
と
に
違

う
た
め
利
害
が
対
立
す
る
問
題

で
あ
る
。
税
理
士
と
し
て
は
注

意
を
し
て
相
続
人
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
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